











































































































































































































































































































































































































































































靴下評価に対する自信 一般的自信 評価を変更／不動／反対方向へ変更 （標本数）（性能確実性） （心理社会確実性or自尊心）
強 しミ 35 % 49% 16 % (37) 
強い被験者 中 位 37 48 1 5 (27) 
§ 、 33 41 26 (42) 
強 し当 30 63 7 (27) 
中位の被験者 中 ｛立 50 42 8 (12) 
¥l 、 16 58 26 (19) 
強 、曜 60 28 12 (57) 
弱い被験者 中 位 86 6 8 (35) 
































































































成能 心理社会 顧客の志向性 コミュニケーシ 情報要求リスク リスク ョン機会の水準
低 L 情報拒否 × 情報拒否
M 承認追求 B 親密性情報
Lミ H 承認追求または逆反応 c 親密性情報または逆反応、
中 L 問題解決 B 技術情報
M 問題解決または承認追求 A 技術情報または親密性情報
位 H 承認追求または逆反応 c 親密性情報または逆反応
高 L 問題解決 B 技術情報
M 問題解決 A 技術情報
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